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7 月 10 日（木）、日光市中央公民館にて「PTA 指導者研修Ⅰ」を開催しました。今年度は、現代的課題

の一つであり、かつ、子どもたちをめぐる喫緊の課題である「いじめの問題」をテーマに、「家庭・地域いじ

め対策教育支援事業」の一環として実施する「地域アクションミーティング」も兼ねて開催し、学校、家庭、

地域の大人がいじめを許さない環境作りについて考えるとともに、具体的な行動につなげていくための協議の

場としました。 

栃木県連合教育会相談部スーパーヴァイザーの丸山隆先生並びに鹿沼市家庭教育オピニオンリーダーせせ

らぎ会のみなさまを講師にお迎えし、いじめの問題をテーマにした即興劇を実施していただきました。参加者

の質問に答えながらの迫真の演技で、参加者が、いじめに関わる人物の内面

に迫れるような即興劇でした。参加者は、いじめに関わる様々な人物の心情

に迫り、その当事者に自分を置き換え、同化することからいじめの問題に迫

ることができたようです。講演を通して、分散会、すなわち「地域アクショ

ンミーティング」につながる示唆に富む言葉をいただきました。 

 【参加者の感想】から  ◆即興劇から考えたこと･･･ 

・心理劇は初めて。ズシーンと心に響きました。 

・「自分にかかわりがなければ、本気になれない。人ごとだ。」は本当だと思う。 

・実感を伴う研修でなければ、実際の行動につながらない。その点でとてもよかった。 

・ぜひ校内で教職員、保護者、児童に見てもらい、意見交換をしたいと思いました。 

その後の分散会では、参加者が現在の自分の立場から、いじめのな

い・許さない地域や社会に向けて、どんなことができるのか、どんな

ことが必要か等、いじめ防止の具体的な取組について協議しました。 

単位PTAごとに、ワークシートを使って、自分の学校のＰＴＡ活動

として取り組めそうなことを考え、できるだけ具体的なアクションで

表記してもらい、中学校区を中心に編成したグループで意見交換を行

いました。各分散会では、多様な意見が提案されると共に、活発に意  

見交換がされました。 

ＰＴＡ新聞で、い

じめについて特集

していこう・・・。 

 

 

「地域アクションミーティング」で提案された具体的なアイディアや取組等は、参考のた

め、各学校に別途メールにてお知らせいたします。なお３学期に、単位 PTAの具体的取組

の進捗状況についてお伺いしたいと思います。追って御連絡いたしますので、その際は御

協力をよろしくお願いいたします。 

小中合同でいじめ防

止の講演会を企画し

てみようかな・・・｡ 

 



上都賀地区ふれあい学習ネットワーク 
日 時 ： 平成 27年２月９日（月）１３：２０～（受付 13:00～） 

会 場 ： 鹿沼市民文化センター 

対象者 ：  学校支援ボランティア、地域コーディネーター、ＰＴＡ役員 

       地域連携教員、教職員、社会教育主事有資格者 

       学校教育・社会教育主管課職員、その他 

内 容 ： インタビューフォーラム・事例発表・社会教育主事講習受講者報告 

☆参加御希望の方は、お電話にて御連絡ください。0289－62－7167（伊藤） 

研修会の御案内 

上都賀地区親学習プログラム指導者フォローアップ研修 

日 時 ： 平成 27年２月５日（木）１３：２０～（受付 13:00～） 

会 場 ： 日光市中央公民館 

対象者 ：  県主催親学習プログラム指導者研修修了者 

       管内市町村教育委員会家庭教育担当者等 

       親学習プログラム活用推進事業に関心のある方 

内 容 ： 親学習プログラムの体験及びアレンジの演習 

☆参加御希望の方は、お電話にて御連絡ください。0289－62－7167（若林） 
 

11月 27日（木）、菊沢コミュニティセンターにて「防災・減災まちづく

りフォーラム」を開催しました。当日は、ウェザーハート災害福祉事務所代

表の千川原公彦氏をお迎えし、防災士・自治会関係者・社会福祉協議会職員・

学校関係者・行政関係者等９２名の方が、講演やワークショップをとおして

多くの学びをされていました。 

「避難所」とは、どんなところなのか・・・。講演では、指定避難所や自

主避難所など、その役割について踏まえた上で、千川原先生が見てきた実際

の避難所の姿をお話しいただきました。また、多くの人たちが生活する避難

所で、実際に起きたトラブルについても実例を挙げてお話しいただきました。

参加者からは「避難所に対する認識」と「備えに対する意識」が高まったと

の声が聞かれました。 

ぼうさいワークショップの時間には、近隣の地域の方々がグルー

プとなり、和やかな雰囲気の中で HUG（避難所運営ゲーム）を行

いました。これは避難者情報の書かれたカードを避難者に見立て、

ある校舎の図面を元にどの教室に配置するかを、グループで検討し

ていくゲームです。避難者の中には、それぞれの事情や悩みを抱え

ている方々がいることに気付き、避難所ではどのような配慮が必要

なのかを、改めて考えさせられました。 

地域の中で防災に関わる方々がつながり、避難所を設置するためには、「事前に、誰と協力し、何が必

要なのか」を共に考えるよい機会になったようです。 
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